




走行時の荷重・接地距離

足底圧計測から、グローブありの
方が設置距離が伸びていることが
分かる。
それによりストロークが大きくなそれによりストロークが大きくな
り、踵から母趾までの重心移動が
上手くできるようになるので、地
面に力をうまく伝えることが期待
される。
また、重心のブレ、左右の差も小また、重心のブレ、左右の差も小
さくなり、安定することで下肢に
かかる衝撃や部分的な負担がかか
らないようサポートできる。

バランスの変化

ロコレガンによる実験


